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音
楽
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楽
器
を
中
心
に
―
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一

は
じ
め
に

Ｇ
・
Ｆ
・
ヘ
ン
デ
ル
に
組
曲
「
水
上
の
音
楽
」（W

ater
M

usic

一
七
一
七
年
）
が
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
の
テ
ム
ズ

川
舟
遊
び
の
際
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
日
本
で
も
平
安
時
代
に
龍
頭
鷁
首
と
称
す
る
船
が
あ
っ
て
、
貴
族
達
が
楽
人
を
船

に
乗
せ
て
、
雅
楽
の
演
奏
を
さ
せ
た
り
な
ど
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
こ
う
し
た
有
名
な
こ
と
の
ほ
か
に
も
、
水
と
音
楽
の
関
係
は
さ
ま

ざ
ま
な
面
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
楽
器
と
の
関
係
で
こ
の
問
題
を
考
え
る
。
楽
器
は
そ
の
音
と
水
の
音
が
類
似
す
る
と
考
え

ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
六
朝
時
代
の
『
捜
神
後
記
』
の
話
に
、
盧
江
の
筝
笛
浦
に
大
き
な
船
が
沈
ん
で
い
た
。
昔
曹
公
と
い
う

者
が
歌
妓
数
人
と
酒
宴
を
開
い
て
い
る
う
ち
に
、
船
が
水
底
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
箏
笛
浦
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

今
も
箏
や
笛
の
音
が
す
る
と
い
う
。
日
本
に
も
山
梨
県
に
笛
吹
川
と
い
う
川
が
あ
る
。
ま
た
一
方
で
は
音
無
川
と
い
う
川
名
も
各
地
に
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あ
る
が
、
伝
説
で
は
『
日
本
霊
異
記
』
巻
上
・
第
五
・
三
宝
を
信
敬
し
た
て
ま
つ
り
て
現
報
を
得
し
縁
に
、
和
泉
の
国
の
海
中
に
楽
器

の
音
声
が
あ
っ
た
。
笛
・
箏
・
琴
・
箜
篌
の
音
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
あ
る
時
は
雷
の
よ
う
で
あ
り
、
昼
は
鳴
り
、
夜
は
輝
い
て
、
東
を

さ
し
て
流
れ
て
い
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
も
水
と
楽
器
の
関
係
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
に
述
べ
る
中
国
の
思
想
の
影
響
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
水
に
関
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
俗
学
、
文
化
人
類
学
か
ら
の
解
釈
が
あ
る
。
た
と
え
ば
昔
話
の
「
機
織
り
淵
」
で
は
、

淵
や
池
の
底
か
ら
機
を
織
る
音
が
聞
こ
え
て
く
る
が
、
そ
れ
は
水
中
で
女
が
機
を
織
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
伝
説
で
（『
日
本
昔
話
事

典
』）、
こ
れ
は
折
口
信
夫
の
「
水
の
女
」
の
論
に
も
通
じ
る
。
以
下
こ
う
し
た
伝
承
を
も
念
頭
に
置
き
な
が
ら
述
べ
る
。

二

鐘
を
め
ぐ
っ
て

鐘
は
日
本
人
に
は
日
常
的
に
馴
染
み
の
あ
る
も
の
で
、「
高
砂
の
尾
上
の
鐘
」（『
千
載
集
』
冬
・
大
江
匡
房
、
謡
曲
「
高
砂
」）
の
よ

う
に
古
来
文
学
等
に
現
わ
れ
、
ま
た
歌
謡
「
朧
月
夜
」「
鐘
の
鳴
る
丘
」
の
よ
う
に
歌
謡
に
も
歌
わ
れ
て
き
た
。
鐘
に
は
様
々
な
種
類
・

用
途
が
あ
る
。
た
と
え
ば
「
宮
鐘
」
は
宮
中
で
漏
刻
に
よ
っ
て
時
を
測
り
、
鐘
で
知
ら
せ
る
た
め
の
も
の
で
、
菅
原
道
真
の
漢
詩
「
雪

中
早
衙
」
に
も
見
え
る
。

鐘
を
め
ぐ
っ
て
は
、
鐘
ヶ
淵
、
鐘
の
岬
等
の
地
名
に
あ
る
よ
う
に
、
水
辺
と
関
わ
る
楽
器
と
す
る
伝
承
が
あ
る
。『
日
本
伝
記
伝
説

大
事
典
』（
角
川
書
店
）
の
「
鐘
ケ
淵
」
に
よ
る
と
、
日
本
各
地
に
こ
の
名
の
淵
が
あ
っ
て
、
寺
の
鐘
や
陣
鐘
な
ど
が
何
ら
か
の
理
由

で
淵
に
沈
み
、
そ
れ
が
時
に
鳴
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
そ
れ
が
災
い
を
呼
ん
だ
り
、
不
思
議
な
現
象
を
起
こ
す
と
さ
れ
る
も
の
で
、「
沈

鐘
伝
説
」
と
称
さ
れ
る
と
あ
る
。
福
岡
県
宗
像
市
の
鐘
崎
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、
上
方
舞
「
鐘
ケ
岬
」
は
初
世
中
村
富
十
郎
が
江
戸
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の
「
京
鹿
子
娘
道
成
寺
」
に
よ
っ
て
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
十
二
月
「
九
州
釣
鐘
岬
（
か
ね
が
み
さ
き
）」
と
し
て
演
じ
た
も
の

が
も
と
と
な
っ
て
い
る
（
１
）

。
こ
の
鐘
崎
は
貝
原
益
軒
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
宗
像
郡
の
鐘
御
崎
（
鍾
崎
町
）
に
見
え
る
。
現
在
の
玄
海

町
に
存
在
す
る
。
昔
三
韓
よ
り
大
き
な
撞
き
鐘
を
渡
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
こ
の
海
に
沈
ん
だ
。
そ
こ
で
鐘
の
御
崎
と
い
う
。
今
も
沖

の
方
五
町
ば
か
り
の
所
に
沈
ん
で
い
て
、
時
に
そ
れ
が
見
え
る
と
里
人
が
云
う
と
あ
る
。
こ
れ
は
海
中
の
岩
が
鐘
の
形
を
し
て
い
る
た

め
で
あ
ろ
う
か
。
同
書
は
越
前
国
敦
賀
郡
金
ケ
崎
に
も
ふ
れ
、
こ
の
海
に
も
朝
鮮
か
ら
渡
っ
た
鐘
の
沈
ん
だ
と
こ
ろ
が
あ
り
、
地
名
と

な
っ
た
と
し
、
鐘
の
御
崎
を
詠
ん
だ
古
歌
を
四
首
あ
げ
る
が
、『
新
古
今
集
』
巻
六
に
あ
る
と
す
る
「
白
波
の
岩
打
つ
音
や
ひ
ゞ
く
ら

ん
鐘
の
御
崎
の
あ
か
つ
き
の
空
」（
衣
笠
内
大
臣
）
と
『
家
集
』
に
あ
る
と
す
る
「
お
と
に
聞
か
ね
の
御
崎
は
つ
き
も
せ
ず
な
く
声
ひ
ゞ

く
渡
り
な
り
け
り
」（
俊
頼
）
の
二
首
に
は
、
岩
を
打
っ
た
り
し
て
は
音
を
鳴
ら
す
海
の
流
れ
に
鐘
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
せ
て
い
る
。

沈
鐘
の
趣
向
を
江
戸
の
小
説
に
求
め
る
と
、
合
巻
『
白
縫
譚
』
初
編
に
、
菊
地
秀
行
が
釣
鐘
を
担
い
で
筑
紫
沖
で
入
水
す
る
。
子
の

貞
行
が
漁
師
春
吉
の
助
力
を
得
て
こ
れ
を
引
き
あ
げ
る
と
い
う
筋
立
て
が
あ
る
。
実
録
物
の
『
黒
田
騒
動
』
お
秀
の
方
右
衛
門
佐
殿
へ

奢
侈
を
勧
む
る
事
並
鐘
ケ
崎
の
館
を
引
払
ん
と
爲
る
事
に
、
唐
の
商
船
が
沈
没
し
て
海
中
に
沈
ん
だ
鐘
を
黒
田
忠
之
が
引
き
上
げ
よ
う

と
し
て
失
敗
す
る
話
が
見
え
る
（
２
）

。
こ
れ
も
九
州
の
鐘
崎
の
話
に
よ
る
。
東
京
都
江
東
区
亀
戸
の
真
言
宗
寺
院
普
門
院
の
伝
説
で
は
、
江

戸
時
代
に
橋
場
（
現
在
の
台
東
区
内
）
か
ら
こ
の
地
に
移
る
際
に
、
誤
っ
て
鐘
を
隅
田
川
に
沈
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
が
墨
田
区
の
鐘

ケ
淵
の
地
名
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
江
戸
時
代
に
は
沈
鐘
伝
説
が
さ
ら
に
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
青
森
県
五
所
川
原
市
の
曹
洞

宗
長
円
寺
に
伝
わ
る
沈
鐘
伝
説
は
特
異
で
あ
る
。
長
円
寺
と
同
所
の
長
勝
寺
は
末
寺
と
本
寺
の
関
係
に
あ
り
、
正
徳
五
年（
一
七
一
五
）

両
寺
で
夫
婦
鐘
を
造
る
こ
と
に
な
り
、
京
都
に
発
注
し
た
。
完
成
し
て
船
で
運
ん
だ
が
、
陸
奥
の
七
里
長
浜
で
大
荒
れ
の
怒
涛
に
遭
い
、

乗
員
も
ろ
と
も
海
に
沈
ん
だ
。
生
き
残
り
の
船
員
の
案
内
で
海
中
を
探
索
し
、
長
円
寺
の
鐘
は
無
残
な
姿
で
発
見
さ
れ
た
が
、
長
勝
寺

の
も
の
は
つ
い
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
寺
伝
が
あ
る
（
徳
永
隆
平
『
物
語
の
寺
』
冬
樹
社
、
昭
和
五
十
六
年
）。
沈
鐘
の
実
例
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の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

明
治
以
降
、
日
本
で
は
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
戯
曲
『
沈
鐘
』
が
知
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
沈
鐘
伝
説
の
研
究
が
進
ん
だ
。
高
木
敏
雄

『
日
本
伝
説
集
』（
筑
摩
書
房
、
大
正
二
年
）
に
は
日
本
の
こ
の
伝
説
の
十
三
の
例
を
あ
げ
、
大
藤
時
彦
「
沈
鐘
伝
説
」
は
日
本
各
地
の

沈
鐘
伝
説
を
網
羅
的
に
集
め
、
特
に
竜
神
と
の
関
わ
り
で
論
じ
て
い
る
（
３
）

。

こ
の
沈
鐘
伝
説
は
世
界
各
地
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
松
村
武
雄
編
『
中
国
神
話
伝
説
集
』（
教
養
文
庫
）
の
「
沈
鐘
伝
説
」
に
は
、『
淵

鑑
類
函
』『
道
州
志
』『
天
中
記
』『
呉
地
記
』『
捜
神
後
記
』
の
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
特
に
『
淵
鑑
類
函
』
か
ら
は
三
話
採
っ
て
い
る
。

今
そ
の
一
話
を
例
に
あ
げ
る
と
、
あ
る
寺
の
鐘
が
蛟
（
み
ず
ら
）
の
形
を
し
て
い
て
、
あ
る
夕
方
、
そ
の
鐘
が
動
き
出
し
、
寺
の
前
の

潭
に
飛
び
込
ん
だ
。
人
々
が
そ
れ
を
引
き
上
げ
る
と
、
本
当
の
蛟
と
な
っ
て
い
て
睨
み
つ
け
た
。
み
な
怖
が
っ
て
逃
げ
去
る
と
、
ま
た

鐘
は
水
に
沈
み
、
今
で
も
水
底
か
ら
音
を
発
す
る
が
、
そ
の
時
は
山
や
谷
が
振
動
す
る
く
ら
い
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
戯
曲
『
沈
鐘
』（D

ie
V

ersunkene
G

locke

、
一
八
九
六
年
）
は
、
山
の
寺
院
に
鐘
が
吊
る
さ
れ
る
と
、
ガ
ン
ガ

ン
鳴
ら
さ
れ
、
山
中
の
魔
物
が
呪
い
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
、
魔
女
か
ら
聞
い
た
森
の
精
は
、
鐘
を
載
せ
て
運
ん
で
い
た
車
の
輪
を

壊
し
た
。
鐘
は
坂
を
転
が
り
落
ち
、
深
い
湖
の
底
へ
と
沈
ん
で
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
鐘
が
湖
の
底
で
鳴
り
出
す
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
沈
鐘
は
、
牧
師
に
よ
れ
ば
神
の
僕
で
平
和
と
永
遠
の
愛
の
響
音
を
も
っ
て
、
恩
寵
の
福
音
を
あ
ま
ね
く
鳴
り
渡
す
使
命
で
あ
っ

た
が
、
今
は
鋳
鐘
師
に
と
っ
て
は
呪
い
の
ご
と
く
鳴
り
出
す
の
で
あ
る
。
山
や
森
は
自
由
で
永
久
の
生
命
を
持
つ
世
界
で
、
こ
れ
に
対

し
人
間
世
界
は
世
俗
的
な
労
働
苦
の
世
界
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
人
々
に
幸
福
を
も
た
ら
す
は
ず
で
あ
る
鐘
が
水
底
に
沈
み
、
音
を

発
す
る
と
、
そ
れ
は
不
吉
に
響
き
出
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
沈
ん
だ
鐘
の
不
気
味
さ
は
、
深
淵
の
水
音
の
性
質
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う

か
。
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
は
日
本
で
は
早
く
か
ら
関
心
が
持
た
れ
、
森
�
外
に
よ
る
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
伝
記
等
の
研
究
が
あ
り
、
明
治
四
十

年
（
一
九
〇
七
）
に
登
張
竹
風
・
泉
鏡
花
訳
の
『
沈
鐘
』
が
出
て
い
る
（
岩
波
書
店
刊
鏡
花
全
集
第
二
十
五
巻
所
収
）。
大
正
七
年
（
一
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九
一
八
）
に
は
島
村
抱
月
の
芸
術
座
で
楠
山
正
雄
訳
の
「
沈
鐘
」
の
公
演
が
あ
り
、
松
井
須
磨
子
が
森
の
娘
役
で
出
演
し
た
。
大
正
十

四
年
に
も
小
山
内
薫
の
研
究
座
で
同
訳
の
「
沈
鐘
」
が
上
演
さ
れ
た
（
４
）

。
大
正
七
年
に
は
大
阪
道
頓
堀
弁
天
座
で
永
本
徳
子
一
座
の
興
行

も
あ
っ
た
。
童
話
的
な
趣
も
あ
る
こ
の
戯
曲
が
一
時
流
行
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
早
く
も
明
治
四
十
五
年
新
村
出
が
そ
の
著
『
続

南
蛮
広
記
』
の
「
沈
鐘
の
伝
説
」
で
、
筑
前
国
鐘
ケ
崎
伝
説
と
ハ
ウ
プ
ト
マ
ン
の
『
沈
鐘
』
と
の
比
較
考
察
が
行
っ
た
。

こ
の
ド
イ
ツ
の
沈
鐘
に
つ
い
て
は
、
最
上
孝
敬
氏
が
取
り
上
げ
て
い
て
、
ウ
ィ
ル
・
エ
ー
リ
ッ
ヒ
・
ポ
イ
ケ
ル
ト
編
の
『
ド
イ
ツ
伝

説
集
』『
シ
ュ
レ
ジ
ア
伝
説
集
』
を
利
用
し
て
い
る
（
５
）

。
ほ
か
に
ル
ー
ド
ヴ
ッ
ヒ
・
べ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
で
は
、

三
八
八
話
「
鐘
の
湖
」（D

er
G

lockensee

）
に
、
モ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
町
の
庭
園
に
「
生
贄
の
池
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
修

道
士
達
が
鐘
を
鋳
造
し
た
が
、
洗
礼
を
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
鐘
は
教
会
の
鐘
楼
か
ら
こ
の
池
に
飛
び
込
ん
だ
。
そ
こ
で
こ
の
池

は
「
鐘
の
湖
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
降
誕
祭
（
ク
リ
ス
マ
ス
）
の
夜
に
こ
の
鐘
は
一
時
間
ほ
ど
鳴
り
、
天
気
が
良
い
と
時
折

姿
が
見
え
た
と
あ
る
。
ほ
か
に
は
七
一
二
話
「
沈
ん
だ
教
会
」（D

ie
V

ersunkene
K

irche

）
に
、
コ
ー
ブ
ル
ク
の
町
近
く
の
ラ
ウ
タ

ー
川
の
谷
に
、
神
の
怒
り
で
沈
ん
だ
教
会
が
あ
り
、
万
霊
節
に
は
そ
の
沈
ん
だ
教
会
の
鐘
が
鳴
る
と
い
う
も
の
が
あ
る
（
６
）

。
ド
イ
ツ
の
鐘

に
ま
つ
わ
る
伝
説
と
し
て
は
、
鋳
造
師
の
話
、
予
兆
（
吉
兆
も
あ
れ
ば
凶
兆
も
あ
る
）
と
し
て
の
鐘
の
話
な
ど
が
あ
り
、
鐘
は
神
聖
な

も
の
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
の
沈
鐘
伝
説
に
つ
い
て
も
最
上
氏
が
ポ
ー
ル
・
セ
ビ
ョ
ー
の
『
フ
ラ
ン
ス
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
』
を
利
用
し
て
論
じ
て
い
る

が
、
そ
の
他
に
は
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
ピ
ア
ノ
曲
が
あ
る
。「
映
像
第
二
集
」
第
一
曲
「
葉
ず
え
を
渡
る
鐘
の
音
」
と
い
う
木
の
葉
を
ゆ

す
り
な
が
ら
渡
っ
て
ゆ
く
鐘
の
音
の
曲
が
あ
り
、
つ
い
で
「
前
奏
曲
集
」
第
一
巻
・
第
十
曲
「
沈
め
る
寺
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
ル
タ

ー
ニ
ュ
地
方
に
伝
わ
る
伝
説
に
、
海
底
に
沈
ん
だ
イ
ス
の
町
の
寺
院
が
、
晴
れ
た
日
に
姿
を
現
わ
し
、
鐘
の
音
や
聖
歌
が
聞
こ
え
、
再

び
沈
む
と
い
う
も
の
で
、
こ
の
伝
説
に
よ
る
曲
で
あ
る
（
７
）

。
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水
中
の
鐘
を
引
き
上
げ
る
例
も
あ
る
。『
太
平
記
』
巻
十
五
・
竜
宮
城
鐘
の
事
に
は
、
三
井
寺
の
鐘
は
藤
原
秀
郷
が
近
江
の
勢
田
の

橋
を
通
り
か
か
り
、
大
蛇
に
遭
う
。
そ
の
懇
願
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
に
入
り
、
水
中
の
竜
宮
城
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
百
足
を
退
治
し
、
竜

神
か
ら
赤
銅
の
撞
鐘
を
も
ら
い
、
こ
れ
を
三
井
寺
に
献
じ
た
と
い
う
有
名
な
話
が
あ
り
、
類
似
の
も
の
に
『
俵
藤
太
物
語
』
が
あ
り
、

謡
曲
「
三
井
寺
」
に
も
こ
の
話
が
見
え
る
。
こ
れ
も
道
成
寺
説
話
に
似
る
も
の
が
あ
る
。

さ
ら
に
水
と
鐘
の
関
係
を
日
本
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
か
を
、『
塵
荊
鈔
』
巻
十
・
楽
器
等
之
事
を
見
る
。

鐘
者
、
礼
書
ニ
鳧
氏
造
始
。
故
ニ
鳧
鐘
ト
云
。
山
海
経
ニ
ハ
、
炎
帝
ノ
孫
、
伯
岐
造
始
ト
。
呂
氏
春
秋
ニ
ハ
、
黄
帝
伶
倫
ニ
命

ジ
テ
始
テ
十
二
鐘
ヲ
鋳
テ
、
十
二
律
ヲ
司
シ
ム
ト
。

と
ま
ず
鐘
の
創
始
者
の
説
を
あ
げ
る
が
、
こ
れ
は
漢
籍
に
よ
く
見
え
、
日
本
で
の
創
始
論
に
も
影
響
を
与
え
た
。
次
に
、

文
選
云
、
鐘
ヲ
鯨
ト
云
、
又
蒲
�
ト
云
。
註
云
、
海
中
ニ
大
魚
在
リ
、
名
ハ
鯨
。
大
獣
在
リ
、
名
ハ
蒲
�
（
ラ
ウ
）。
大
ニ
鳴

者
也
。
故
ニ
鐘
ノ
上
ニ
蒲
�
ヲ
鋳
ト
ナ
リ
。
又
竜
ヲ
モ
鋳
（
イ
）
ル
故
ニ
、
竜
頭
ト
云
。
毛
詩
云
、
鐘
之
九
乳
（
ニ
ウ
）
ハ
九
州

ニ
法
（
ノ
）
ル
。
又
豊
嶺
ニ
九
鐘
ア
リ
。
霜
降
ル
則
ン
バ
、
自
鳴
ル
故
ニ
、
霜
ニ
和
シ
テ
鳴
ト
云
（
８
）

。

と
あ
っ
て
、
鐘
は
海
中
の
鯨
・
蒲
�
と
い
う
大
魚
が
い
て
、
鐘
は
こ
れ
が
鳴
く
音
に
似
て
い
る
か
ら
と
あ
る
。「
鯨
鐘
」
と
い
う
言
葉

が
あ
り
、
こ
れ
は
釣
り
鐘
の
こ
と
で
、「
鯨
音
」
も
梵
鐘
の
意
に
な
る
。「
鯨
」
に
は
撞
木
と
い
う
意
味
も
あ
り
、
こ
れ
は
撞
木
が
大
魚

の
形
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
（『
大
漢
和
辞
典
』
等
）。「
文
選
云
」
と
あ
る
の
は
、『
文
選
』
東
都
賦
の
一
節
に
、「
於
是
発
鯨
魚
、

鏗
華
鍾
」
と
あ
る
の
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。
鯨
魚
の
形
を
し
た
撞
木
で
、
飾
り
模
様
の
あ
る
鐘
を
つ
く
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
蒲
牢
」

は
『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
班
固
の
「
東
都
賦
」
の
注
に
よ
っ
て
、
海
獣
の
名
で
鯨
を
恐
れ
、
襲
わ
れ
る
と
大
声
で
鳴
く
。
大
き
な
鐘
の

音
が
欲
し
い
時
は
、
こ
の
形
を
鐘
の
上
に
造
る
。
そ
こ
で
鐘
の
異
称
で
も
あ
る
と
し
て
い
る
。「
竜
頭
」
は
釣
り
鐘
の
上
に
あ
る
竜
の

頭
の
形
を
し
た
も
の
で
、
そ
こ
で
梁
に
懸
け
る
。
一
般
に
器
物
の
装
飾
に
竜
頭
（
り
ゅ
う
と
う
）
を
刻
し
た
も
の
を
用
い
る
こ
と
が
あ
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り
、
こ
れ
を「
た
つ
が
し
ら
」と
い
い
、
特
に
兜
の
前
立
て
に
飾
り
と
し
て
用
い
る
た
つ
が
し
ら
も
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
鐘
と
水（
竜
・

水
神
）
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
「
木
魚
」
が
あ
り
、「
魚
板
」
が
あ
る
。
後
者
は
魚
の
形
に
彫
っ
た
木
の
板
で
、
禅
宗
寺
院

で
た
た
い
て
時
刻
を
知
ら
せ
る
の
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
鯨
と
鐘
の
関
係
を
も
想
起
さ
せ
る
。
た
だ
し
百
田
弥
栄
子
氏
は
中
国
で

は
竜
宮
の
宝
物
は
銅
鼓
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
（
９
）

。

『
燕
京
歳
時
記
』
正
月
・
大
鐘
寺
の
項
に
、

大
鐘
寺
は
本
名
を
覚
生
寺
と
い
い
、
大
鐘
に
よ
っ
て
そ
の
名
を
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
思
う
に
年
中
降
雨
を
祈
る
処
で
あ
る
（
１０
）

。

と
あ
る
が
、
大
鐘
が
祈
雨
と
関
係
す
る
も
の
と
も
察
せ
ら
れ
る
。
中
国
に
お
け
る
雨
乞
い
に
つ
い
て
は
、
百
田
氏
が
湖
南
省
湘
西
州
鳳

凰
県
の
苗
族
の
例
を
紹
介
し
て
、
二
本
の
弦
を
張
っ
た
竹
製
の
も
の
を
木
槌
で
音
を
出
し
て
雨
を
呼
ぶ
と
し
て
い
る
（
１１
）

。
た
だ
し
韓
国
新

羅
時
代
の
奉
徳
寺
や
上
院
寺
の
鐘
は
、
音
色
が
す
ば
ら
し
く
、
鐘
の
形
も
勝
れ
て
い
る
の
で
愛
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

さ
て
鐘
は
水
と
関
係
す
る
の
で
、
日
本
に
お
い
て
も
雨
乞
い
に
用
い
ら
れ
た
。
笹
本
正
治
氏
に
よ
る
と
、
岐
阜
県
高
山
市
の
水
無（
み

な
し
）神
社
、
福
岡
県
田
川
市
の
浄
土
寺
、
熊
本
県
山
鹿
市
の
日
輪
寺
等
々
十
七
例
を
数
え
る
と
い
う
（
１２
）

。
こ
の
鐘
と
水
の
関
係
は
、『
道

成
寺
縁
起
絵
巻
』
や
能
「
道
成
寺
」
で
は
、
日
高
川
と
い
う
水
、
女
、
鐘
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
（
１３
）

。
ま
た
鐘
の
上
部
の
つ
り
手
を
「
竜
頭
」

と
い
う
の
で
、
中
国
で
も
鐘
、
竜
、
水
は
関
係
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
て
い
た
。

霜
と
鐘
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、『
山
海
経
』
巻
五
・
中
山
経
に
は
、

又
東
南
三
百
里
、
曰
豊
山
有
獣
焉
、
其
状
如
�
、
赤
目
赤
喙
黄
身
、
名
曰
雍
和
、
見
則
国
有
大
恐
神
、
耕
父
処
之
常
遊
、
清
冷

之
淵
出
入
有
光
（
清
冷
水
在
西
、
号
郊
県
山
、
山
上
神
来
時
、
水
赤
有
光
耀
、
今
有
屋
祠
之
）
見
則
其
国
為
敗
有
九
鍾
焉
、
是
知

霜
鳴
（
霜
降
則
鐘
鳴
、
故
言
知
也
、
物
有
自
然
感
応
、
而
不
可
為
也
（
１４
）

）

と
あ
る
。
国
会
図
書
館
蔵
の
奈
良
絵
本
「
玉
も
の
前
」
に
も
、
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又
か
ね
て
は
、
い
か
な
る
人
の
つ
く
り
は
し
め
て
候
そ
、
と
と
へ
は
、
ふ
し
と
い
ふ
人
の
ゐ
は
し
め
て
候
、
ふ
さ
ん
と
い
ふ
山

に
、
か
ね
は
秋
の
霜
の
ふ
り
候
と
き
、
か
な
ら
す
な
り
候
、
と
こ
た
へ
け
り
（
１５
）

と
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
先
の
『
塵
荊
鈔
』
の
同
箇
所
、
そ
し
て
『
体
源
鈔
』
巻
八
に
類
似
の
表
現
が
あ
る
。
後
者
は
『
李
�
百

首
』
を
引
用
す
る
。

さ
ら
に
『
詩
経
』
小
雅
・
谷
風
之
什
・
鼓
鍾
に
、
淮
水
で
鐘
を
鼓
（
う
）
っ
て
天
上
の
祖
霊
の
降
臨
を
願
う
儀
式
が
歌
わ
れ
て
お
り
、

川
の
流
れ
る
音
と
鍾
の
音
が
似
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
淮
水
に
は
水
神
が
お
り
、
水
神
は
祖
霊
と
同
じ
も
の
と
し
て
祭
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

三

鼓
を
め
ぐ
っ
て

鼓
は
木
・
土
で
つ
く
っ
た
胴
に
革
を
張
っ
て
打
ち
鳴
ら
す
楽
器
で
、
い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
、
太
鼓
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
古
代
の

中
国
に
あ
っ
て
は
、
鐘
と
対
を
な
す
も
の
で
、「
鐘
鼓
」
と
並
称
さ
れ
、
先
祖
の
祭
り
に
使
用
さ
れ
た
（『
詩
経
』
国
風
・
周
南
・
関
雎

な
ど
）。
ま
た
戦
に
軍
鼓
と
し
て
使
わ
れ
、
攻
撃
の
合
図
な
ど
に
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
も
水
と
の
関
係
で
考
え
る
。

後
漢
の
『
白
虎
通
義
』
巻
三
・
礼
楽
に
、

鼓
震
音
、
煩
気
也
、
万
物
憤
懣
震
而
出
、
雷
以
動
之
、
温
以
煖
之
、
風
以
散
之
、
雨
以
濡
之
、
奮
至
徳
之
声
、
感
和
平
之
気
也
、

同
声
相
応
、
同
気
相
求
、
神
明
報
応
、
天
地
佑
之
、
其
本
乃
在
万
物
之
始
耶
、
故
謂
之
鼓
也
（
１６
）

、

と
あ
っ
て
、
鼓
は
天
地
の
動
き
や
神
明
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

『
塵
荊
鈔
』
巻
十
・
楽
器
管
絃
等
事
に
、
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鼓
者
、
…
又
鳳
凰
山
ニ
石
ノ
鼓
ア
リ
。
此
鼓
自
鳴
時
、
天
降
リ
雨
降
ト
云
々
。
吾
朝
大
旱
ノ
時
、
高
山
ニ
登
リ
、
鼓
ヲ
撃
事
ハ

是
ニ
准
歟
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
先
の
「
玉
も
の
前
」
に
も
、

ほ
う
わ
う
さ
ん
と
い
ふ
山
あ
り
、
い
し
の
つ
ゝ
み
有
、
つ
ゝ
み
な
る
と
き
は
、
空
か
き
く
も
り
、
か
な
ら
す
あ
め
ふ
る
、
と
こ

た
へ
け
り
、

と
あ
る
。
先
の
『
山
海
経
』
の
九
鍾
と
霜
の
話
と
似
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
鼓
も
日
本
で
は
雨
乞
い
の
関
係
で
重
視
さ
れ
て
い
た
。「
石

の
鼓
」
は
石
鼓
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、『
大
漢
和
辞
典
』
で
は
、
周
の
宣
王
の
時
に
、
史
�
が
功
績
を
頌
に
作
っ
て
鼓
形

の
石
に
記
し
た
も
の
で
、
お
よ
そ
十
個
あ
る
と
い
う
。
そ
の
文
章
を
「
石
鼓
文
」
と
い
い
、
韓
愈
の
「
石
鼓
歌
」、
蘇
軾
の
「
石
鼓
歌
」

の
一
節
を
引
用
し
て
い
る
。
ま
た
『
漢
書
』
五
行
志
・
上
に

成
帝
鴻
書
三
年
五
月
乙
亥
、
天
水
冀
南
山
大
石
鳴
、
声
隆
隆
如
雷
、
有
頃
止
、
聞
平
襄
二
百
四
十
里
、
�
鷄
皆
鳴
。
石
長
丈
三

尺
、
広
厚
略
等
、
旁
著
岸
脅
、
去
地
二
百
余
丈
、
民
俗
名
曰
石
鼓
。
石
鼓
鳴
、
有
兵
（
１７
）

。

と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
天
水
県
冀
南
山
に
大
石
が
あ
っ
て
、
雷
の
如
く
鳴
動
し
た
。
民
間
で
は
「
石
鼓
」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
が
鳴

る
と
兵
革
が
起
こ
る
と
言
わ
れ
た
と
い
う
。
鼓
の
音
は
雷
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
後
漢
の
『
風
俗
通
義
』
巻
六
・
声
音
に
、
天
子
の
六

鼓
を
あ
げ
て
、
そ
の
う
ち
の
雷
鼓
は
天
神
を
祭
る
の
に
用
い
る
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は
日
本
の
『
教
訓
抄
』
巻
九
に
も
引
用
さ
れ
て
い

る
。
こ
う
し
て
鼓
は
雷
雨
と
関
係
す
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
日
本
で
は
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
十
三
年
（
六
八
四
）
十
月
十

四
日
に
、
東
方
に
鼓
の
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
た
が
、
あ
る
人
が
こ
れ
は
伊
豆
国
で
神
が
島
を
造
っ
た
そ
の
響
き
で
あ
る
と
言
っ
た
と
い

う
。
海
中
に
噴
火
が
起
こ
り
、
島
が
隆
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
い
で
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
の
奥
津
島
の
箇
所
に
、

奥
津
島
の
磯
に
太
鼓
石
と
て
。
大
岩
海
中
に
差
出
た
り
。
夫
木
の
歌
に
よ
め
る
は
此
所
成
べ
し
。
荒
舟
に
近
し
。
昼
夜
潮
の
満
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干
に
、
此
石
に
当
り
て
鳴
ひ
ゞ
く
。
故
に
太
鼓
を
打
が
ご
と
し
。
鹽
の
満
干
し
る
ゝ
也
（
１８
）

と
し
て
、
さ
ら
に
『
夫
木
和
歌
抄
』（
一
六
七
五
四
）
の
「
永
久
四
年
百
首
」
の
う
ち
、
唐
人
を
詠
ん
だ
神
祇
伯
顕
仲
卿
の
歌
「
た
つ

波
に
つ
づ
み
の
声
を
う
ち
そ
へ
て
か
ら
人
よ
せ
く
お
き
の
し
ま
よ
り
」
を
載
せ
て
い
る
（
同
書
で
は
「
立
波
に
つ
ゞ
み
の
お
と
を
打
そ

へ
て
唐
人
よ
せ
ぬ
お
き
の
島
守
」）。
大
岩
に
波
が
打
ち
寄
せ
、
音
を
立
て
る
様
は
さ
な
が
ら
豪
快
な
鼓
打
ち
の
よ
う
に
見
え
る
わ
け
で

あ
る
。

鼓
が
降
雨
と
関
係
す
る
こ
と
は
『
塵
荊
鈔
』
に
も
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
の
謡
曲
の
中
か
ら
こ
れ
を
あ
げ
る
と
、
ま

ず
「
賀
茂
」
が
あ
る
。
前
シ
テ
が
里
の
女
で
、
瀬
見
の
小
川
で
神
に
手
向
け
る
水
を
汲
み
、
賀
茂
社
の
縁
起
を
語
り
、
神
と
な
っ
て
姿

を
消
す
。
中
入
の
あ
と
に
御
祖
の
神
が
女
神
の
姿
で
舞
を
舞
う
と
、
後
シ
テ
・
賀
茂
の
雷
神
が
現
わ
れ
、
雷
鳴
を
と
ど
ろ
か
す
。「
水
」

が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
能
で
、
豊
年
、
五
穀
成
就
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
キ
リ
の
部
分
は
、

ほ
ろ
�
�
と
ゞ
ろ
�
�
と
踏
み
と
ゞ
ろ
か
す
。
鳴
神
の
鼓
の
。
時
も
至
れ
ば
五
穀
成
就
も
国
土
を
守
護
し
（
１９
）

。

と
、
雷
鳴
を
鼓
に
例
え
る
が
、
雷
神
の
打
ち
鳴
ら
す
鼓
は
俵
屋
宗
達
の
「
風
神
雷
神
図
屏
風
」
の
ご
と
く
、
絵
画
に
よ
く
現
わ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
飛
鳥
時
代
、
賀
茂
氏
は
雨
乞
い
行
事
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。

能
「
天
鼓
」
も
も
と
は
雷
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
き
て
い
る
か
と
思
わ
れ
る
。
作
者
は
不
明
で
あ
る
。

中
国
後
漢
の
時
代
の
話
で
、
王
伯
・
王
母
老
夫
婦
に
天
鼓
と
い
う
子
が
い
た
。
母
が
夢
中
に
天
か
ら
鼓
が
降
る
の
見
て
懐
妊
し

た
た
め
、
こ
の
名
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
天
か
ら
鼓
が
降
っ
て
来
て
、
天
鼓
が
打
つ
と
妙
な
る
音
を
出
し
た
。
帝
が
こ
れ
を
所
望
す

る
と
、
天
鼓
は
こ
れ
を
嫌
っ
て
山
中
に
隠
れ
た
が
、
つ
い
に
見
つ
け
出
さ
れ
て
呂
水
の
江
に
沈
め
ら
れ
、
鼓
は
内
裏
へ
渡
っ
た
。

し
か
し
鼓
は
打
て
ど
も
音
を
出
さ
ず
、
王
伯
が
召
さ
れ
て
打
つ
と
音
を
出
し
た
。
そ
の
後
帝
は
死
去
し
た
天
鼓
を
哀
れ
み
、
呂
水

の
江
で
管
絃
講
で
こ
れ
を
弔
っ
た
。
す
る
と
そ
こ
へ
天
鼓
の
霊
が
現
わ
れ
、
鼓
を
打
っ
て
は
喜
び
戯
れ
、
明
け
方
姿
を
消
し
て
い
っ
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た
。

「
金
札
」
も
空
か
ら
金
色
の
文
字
で
書
か
れ
た
札
が
降
っ
て
く
る
能
で
あ
り
、
中
世
好
み
な
の
で
あ
ろ
う
。
管
絃
講
は
『
源
平
盛
衰

記
』
巻
三
十
二
福
原
管
絃
講
事
が
あ
り
、『
糸
竹
口
伝
』
に
も
管
絃
講
之
次
第
が
あ
る
。『
吾
妻
鏡
』
文
永
二
年
（
一
二
六
五
）
三
月
九

日
条
に
も
見
え
る
。
能
「
経
政
」
に
も
見
ら
れ
、
永
享
十
二
年
に
南
都
で
行
わ
れ
た
記
録
も
あ
る
（「
管
絃
講
�
延
年
日
記
」
日
本
庶

民
文
化
史
料
集
成
第
二
巻
所
収
）。
こ
の
能
の
古
態
性
を
考
え
る
と
、
南
都
で
作
ら
れ
た
南
都
好
み
の
曲
の
可
能
性
は
な
い
で
あ
ろ
う

か
。
舞
楽
重
視
が
延
年
風
で
あ
る
。
能
「
海
人
」
と
似
た
趣
き
も
感
じ
ら
れ
る
。「
呂
」
は
音
楽
を
思
わ
せ
る
語
で
、
し
か
も
「
呂
水

の
江
」
は
鼓
と
水
の
関
係
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
能
に
つ
い
て
は
小
林
静
雄
氏
や
竹
本
幹
夫
氏
の
論
考
が
あ
る
が
（
２０
）

、
野
尻

抱
影
氏
は
こ
の
能
の
典
拠
に
、『
晋
書
』
天
文
志
の
「
河
鼓
三
星
、
旗
九
星
、
在
牽
牛
北
、
天
鼓
也
」
を
あ
げ
て
い
る
（
２１
）

。
さ
ら
に
石
田

博
氏
は
『
抱
朴
子
』
に
天
鼓
は
雷
の
こ
と
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
た
だ
し
『
史
記
』
天
官
書
・『
漢
書
』
天
文
志
に
は
、
雷
の
音
に

似
て
い
る
が
雷
で
は
な
く
、
兵
乱
の
予
兆
の
音
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
晋
書
』
で
は
軍
事
を
司
る
星
の

名
と
す
る
こ
と
、『
後
漢
書
』
天
文
志
・
五
行
志
に
隕
石
が
雷
鳴
に
似
て
天
鼓
と
呼
ば
れ
た
こ
と
な
ど
に
言
及
し
て
い
る
。「
天
鼓
」
の

話
に
近
い
の
は
、『
後
漢
書
』
の
王
喬
伝
の
よ
う
で
あ
る
（
２２
）

。
と
も
か
く
天
鼓
は
『
大
漢
和
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
牽
牛
の
北
に
三
星
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
何
鼓
、
天
鼓
、
黄
姑
と
い
う
と
あ
っ
て
、
牽
牛
・
織
女
伝
説
と
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
河
鼓
」
は
天
の
川
近
く

に
あ
る
鼓
の
意
味
で
、
水
と
の
関
係
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
星
と
雷
と
イ
メ
ー
ジ
が
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
宋

史
』
天
文
志
に
は
「
流
隕
」
と
い
う
言
葉
も
見
え
る
。
こ
れ
ら
は
先
の
石
鼓
に
も
関
係
す
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
先
の
『
日
本
霊

異
記
』
巻
上
・
五
話
の
和
泉
の
国
の
海
中
の
楽
器
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

一
方
仏
教
で
は
各
種
仏
教
語
辞
典
に
「
天
鼓
」
の
項
目
は
見
当
た
ら
ず
、
仏
教
語
に
は
入
ら
な
い
が
、『
法
華
経
』
序
品
に
、「
天
雨

曼
陀
華
、
天
鼓
自
然
鳴
、
諸
天
竜
鬼
神
、
供
養
人
中
尊
」、
化
城
喩
品
に
「
諸
天
撃
天
鼓
、
�
作
衆
伎
楽
、
香
風
吹
萎
華
、
更
雨
新
好
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者
」、
如
来
寿
量
品
に
「
諸
天
撃
天
鼓
、
常
作
衆
伎
楽
、
雨
曼
陀
華
、
散
仏
及
大
衆
」、
分
別
功
徳
品
に
「
於
虚
空
中
、
天
鼓
自
鳴
、
妙

声
深
遠
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
雷
が
鳴
り
響
い
て
雨
を
降
ら
せ
た
こ
と
を
い
う
も
の
で
、
日
本
の
天
鼓
観
に
は
『
法
華
経
』
の
影
響
も
あ
っ

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
漢
訳
の
段
階
で
、
中
国
の
「
天
鼓
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
訳
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
天
鼓
の

日
本
に
お
け
る
受
容
は
、『
神
道
集
』
巻
四
・
第
十
七
・
信
濃
国
鎮
守
諏
訪
大
明
神
秋
山
祭
事
に
、
神
通
力
を
持
っ
た
悪
人
高
丸
は
田

村
丸
将
軍
に
退
治
さ
れ
た
が
、
最
期
に
は
雷
の
よ
う
に
わ
め
き
ち
ら
し
た
。
そ
の
高
丸
の
も
と
に
不
思
議
な
鼓
が
あ
り
、
自
然
に
鳴
り

出
し
て
吉
凶
を
知
ら
せ
、
そ
こ
で
高
丸
は
一
度
も
失
敗
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
物
語
が
あ
る
。
戦
国
時
代
の
『
法
華
経
直
談
鈔
』
第
二

末
・
天
鼓
事
に
は
仏
教
的
な
天
鼓
の
理
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
書
が
『
法
華
経
』
の
注
釈
・
解
釈
だ
か
ら
で
、
そ
れ
で
「
天
鼓
」
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

取
レ

夫
ニ

天
鼓
自
然
鳴
ノ
事
長
行
ニ
ハ

无
二

此
文
一

凡
此
天
鼓
ト

者
大
梵
天
鼓
也
此
鼓
ハ

不
レ

打
タ

自
ラ

鳴
也
�
云
鼓
自
鳴
事
ハ

表
二

无
問
自

説
一
ヲ

也
（
２３
）

こ
れ
は
能
「
天
鼓
」
の
成
立
と
も
関
係
が
深
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
天
鼓
自
鳴
」
の
解
釈
に
苦
労
を
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
京

都
大
学
国
史
研
究
室
蔵
「
応
永
二
十
八
年
十
月
維
摩
会
講
師
房
引
付
」
に
「
大
風
流

天
鼓
之
鼓
尋
事
」
が
見
え
る
が
（
２４
）

、
こ
れ
は
興
福

寺
延
年
の
記
録
で
、
中
国
に
天
鼓
を
尋
ね
て
ゆ
く
風
流
な
の
で
あ
ろ
う
。「
天
鼓
」
に
現
わ
れ
る
管
絃
講
で
『
法
華
経
』
の
天
鼓
と
結

び
つ
く
可
能
性
が
あ
る
。

さ
ら
に
考
え
る
と
、
能
の
「
天
鼓
」
に
日
本
の
落
雷
の
イ
メ
ー
ジ
の
伝
統
を
求
め
る
と
、『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
七
年
七
月
条
に
、

天
皇
が
三
諸
岳
の
神
を
見
た
い
と
思
い
、
少
子
部
連
�
�
に
命
じ
て
捕
ら
え
さ
せ
た
。
彼
は
三
諸
岳
か
ら
大
蛇
を
つ
か
ま
え
て
き
た
。

天
皇
が
こ
れ
を
見
る
と
、
雷
の
音
が
し
て
目
が
輝
い
た
。
そ
こ
で
こ
れ
を
岳
に
逃
が
し
、
名
を
変
え
て
雷
（
い
か
ず
ち
）
の
岳
と
し
た

と
い
う
。
こ
の
話
は
『
毛
詩
』
等
中
国
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
２５
）

。
蛇
は
水
神
で
雷
を
司
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。『
日
本
霊
異
記
』
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第
一
・
雷
を
捉
へ
し
縁
に
よ
る
と
、
雄
略
天
皇
の
命
を
受
け
た
少
師
部
栖
軽
が
空
に
勅
命
を
告
げ
る
と
、
豊
浦
寺
と
飯
岡
の
間
に
鳴
電

（
な
る
か
み
）
が
落
ち
た
と
あ
る
。
つ
ま
り
こ
こ
で
は
雷
神
は
王
権
と
の
関
わ
り
で
捉
え
ら
れ
て
お
り
、「
天
鼓
」
の
テ
ー
マ
と
似
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
旱
魃
や
降
雨
も
、
王
の
徳
の
有
無
と
関
係
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
天
皇
と
皇
后
の
婚
合
中
に
栖
軽
が
入
室
し
て
き
た

と
い
う
話
の
冒
頭
も
、
豊
作
に
結
び
つ
く
も
の
で
、
こ
の
話
の
背
景
に
は
、
天
皇
の
雨
乞
い
を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

次
に
直
接
鼓
が
水
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
、
番
外
謡
曲
「
鼓
の
滝
」
を
取
り
上
げ
る
。
鼓
の
滝
は
神
戸
市
中
央
区
葺
合
町
の
布
引
の

滝
の
一
つ
で
、
名
所
と
な
っ
て
い
る
。

鼓
の
滝
に
花
見
に
や
っ
て
来
た
都
人
（
ワ
キ
）
は
、
そ
こ
で
老
人
（
前
シ
テ
）
と
会
う
が
、
彼
こ
そ
滝
祭
り
の
老
人
で
、
か
つ

山
神
で
あ
り
、
や
が
て
滝
壺
に
姿
を
消
す
（
中
入
）。
神
（
後
シ
テ
）
が
現
わ
れ
て
舞
を
舞
っ
て
御
代
を
こ
と
ほ
ぐ
。

こ
こ
で
は
滝
が
鼓
の
音
を
奏
で
る
。「
落
つ
や
滝
浪
も
。
と
う
�
�
と
。
う
つ
な
り
。
�
�
。
鼓
の
滝
」「
手
風
足
拍
子
の
鼓
の
滝
に
」

に
滝
の
音
を
背
景
に
舞
を
舞
う
趣
向
が
あ
る
。
布
引
滝
は
浄
瑠
璃
「
源
平
布
引
滝
」
で
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
能
は
『
梁
塵
秘
抄
』
四
〇

四
の
「
滝
は
多
か
れ
ど

う
れ
し
や
と
ぞ
思
ふ

鳴
る
滝
の
水

日
は
照
る
と
も
…
」
を
思
わ
せ
る
が
、
こ
の
歌
謡
は
中
世
流
行
し
た

こ
と
で
知
ら
れ
る
。
京
都
に
は
鳴
滝
の
地
名
も
あ
る
。
ま
た
滝
が
鼓
の
よ
う
に
鳴
る
と
い
う
和
歌
は
各
地
で
詠
ま
れ
た
よ
う
で
、『
拾

遺
和
歌
集
』
雜
下
・
五
五
六
に
、

清
原
元
輔
肥
後
守
に
侍
り
け
る
時
、
か
の
く
に
の
つ
づ
み
の
た
き
と
い
ふ
所
を
見
に
ま
か
り
た
り
け
る
に
、
こ
と
や
う
な
る
法

師
の
よ
み
侍
り
け
る

お
と
に
き
く
つ
づ
み
の
た
き
を
う
ち
見
れ
ば
た
だ
山
河
の
な
る
に
ぞ
有
り
け
る
（
２６
）

と
あ
り
、
こ
の
歌
は
『
重
之
集
』（
一
七
三
）、『
檜
垣
嫗
集
』（
九
）
に
も
見
え
る
が
、
熊
本
市
の
西
方
河
内
川
の
渓
谷
の
由
で
あ
る
。

山
川
の
水
音
は
鼓
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
い
う
考
え
が
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
山
水
の
豊
か
さ
や
、
雷
鳴
の
轟
き
の
イ
メ
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ー
ジ
が
付
与
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
中
期
の
『
為
忠
集
』（
七
六
）
の
、

或
屏
風
の
絵
に
、
お
ほ
き
な
る
滝
の
か
た
を
か
き
け
る
を
み
て
、
よ
み
は
ん
へ
り
け
る

さ
み
だ
れ
に
つ
ゝ
み
の
た
き
の
水
ま
さ
り
岩
う
つ
を
と
は
た
ん
�
�
と
な
る
（
２７
）

は
屏
風
絵
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
湯
山
聯
句
鈔
』
六
一
に
も
、

有
レ

谷
鎌
倉
近

其
流
鼓
瀑
鳴

湯
ノ
山
ニ
鎌
倉
谷
ト
云
ガ
ア
ル
ゾ
。
摂
州
ニ
鼓
ノ
滝
ト
云
処
ガ
ア
ル
ゾ
。
名
所
デ
ア
ル
ゾ
（
２８
）

と
あ
る
。
こ
の
作
品
は
摂
津
国
有
馬
温
泉
で
の
連
句
で
、
近
く
に
鎌
倉
谷
と
い
う
所
が
あ
り
、
そ
の
滝
の
音
が
鼓
に
聞
こ
え
た
。
ま
た

摂
津
の
布
引
滝
の
鼓
の
滝
は
名
所
だ
と
し
て
い
る
。『
古
今
集
』
雜
歌
上
に
は
「
布
引
の
滝
に
て
よ
め
る
」
と
い
う
在
原
行
平
の
歌
（
九

二
二
）、「
布
引
の
滝
の
も
と
に
て
、
人
々
あ
つ
ま
り
て
歌
よ
み
た
り
け
る
時
に
よ
め
る
」
と
い
う
在
原
業
平
の
歌
（
九
二
三
）
が
あ
る
。

小
林
幸
夫
氏
は
『
拾
遺
集
』
等
に
見
え
る
「
お
と
に
き
く
つ
づ
み
の
た
き
を
…
」
の
歌
の
後
に
謡
曲
「
鼓
の
滝
」
が
作
ら
れ
、
そ
の
謡

曲
が
流
布
し
て
こ
の
和
歌
を
元
と
す
る
狂
歌
・
戯
笑
歌
の
系
譜
が
で
き
て
い
っ
た
と
す
る
（
２９
）

。

「
滝
の
音
は
す
な
わ
ち
鼓
の
音
」
は
謡
曲
「
養
老
」
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
能
で
実
際
に
鼓
を
使
用
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。

観
阿
弥
作
の
「
自
然
居
士
」
に
は
、
鞨
鼓
の
舞
の
後
、

地
「
も
と
よ
り
鼓
は
、
波
の
音
、
寄
せ
て
は
岸
を
、
ど
う
ど
は
打
ち
、
雨
雲
迷
ふ
、
鳴
る
神
の
、
と
ど
ろ
と
ど
ろ
と
、
鳴
る
と

き
は
、
降
り
来
る
雨
は
、
は
ら
は
ら
は
ら
と
（
３０
）

、

と
あ
り
、「
藤
永
」
の
鞨
鼓
の
舞
に
も
繰
り
返
さ
れ
る
。
当
時
の
流
行
歌
で
あ
ろ
う
か
。
世
阿
弥
作
の
「
難
波
」
の
キ
リ
は
四
天
王
寺

の
舞
楽
を
連
想
さ
せ
る
舞
楽
尽
し
と
な
る
が
、
海
辺
の
鼓
が
テ
ー
マ
で
、
秋
風
楽
を
秋
風
も
ろ
と
も
に
波
を
響
か
し
て
ど
う
と
打
ち
、

青
海
波
を
青
海
の
波
を
立
て
て
ど
う
と
打
ち
、「
今
の
太
鼓
は
波
な
れ
ば
、
寄
り
て
は
打
ち
、
返
り
て
は
打
ち
」
と
続
く
。
鼓
と
波
の
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連
想
で
あ
る
。
能
「
岩
船
」
に
は
「
宝
を
寄
す
る
波
の
鼓
」「
天
の
探
女
か
、
波
の
腰
鼓
」「
て
い
た
う
の
拍
子
」
と
あ
り
、
波
の
鼓
は

水
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
、
豊
作
を
意
味
す
る
め
で
た
い
言
葉
で
あ
っ
た
。
天
の
探
女
は
水
の
女
神
の
性
格
も
あ
る
。

「
て
い
た
う
」
は
鼓
の
擬
音
語
で
、『
梁
塵
秘
抄
』
二
六
五
「
金
の
御
嶽
に
あ
る
巫
女
の
、
打
つ
鼓
、
…
、
て
い
と
ん
と
う
と
も
響
き

鳴
れ
」
と
も
あ
り
、『
一
言
芳
談
』
巻
下
に
は
「
か
ん
な
ぎ
の
ま
ね
し
た
る
、
な
ま
女
房
の
、
…
、
て
い
と
う
�
�
と
、
つ
ゞ
み
を
う

ち
て
」、
御
伽
草
子
「
浜
出
草
紙
」
に
は
「
て
い
と
う
の
鼓
の
音
、
さ
つ
�
�
の
鈴
の
声
々
に
」
と
あ
っ
て
、
中
世
に
お
け
る
パ
タ
ー

ン
で
あ
っ
た
。
日
本
で
は
鼓
は
も
ま
た
水
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
、
祈
雨
行
事
に
も
関
わ
っ
て
、
謡
曲
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。

江
戸
時
代
の
『
謡
曲
画
誌
』
巻
七
「
和
布
刈
」
の
説
明
文
の
中
に
、
南
北
朝
時
代
の
後
光
厳
院
の
頃
、
七
月
に
近
畿
地
方
で
地
震
が

あ
り
、
阿
波
の
鳴
門
の
海
水
が
引
い
て
、
岩
の
上
に
太
鼓
が
現
れ
た
と
い
う
伝
承
を
記
し
て
い
る
。
海
底
に
太
鼓
が
あ
っ
て
、
海
潮
音

を
発
生
さ
せ
て
い
た
と
い
う
。『
筑
前
国
続
風
土
記
』
の
奥
津
島
の
太
鼓
石
と
同
様
の
話
で
あ
る
。

近
松
門
左
衛
門
の
浄
瑠
璃
「
堀
河
波
鼓
」
は
「
松
風
」
の
謡
鼓
に
始
ま
っ
て
、
夫
を
持
つ
お
種
が
鼓
の
師
匠
宮
地
源
右
衛
門
と
不
義

の
仲
と
な
る
。
お
種
は
自
害
し
、
夫
小
倉
彦
九
郎
は
上
洛
し
て
堀
川
に
住
む
源
右
衛
門
を
討
つ
と
い
う
も
の
で
、
波
と
鼓
の
関
係
を
背

景
と
し
て
い
る
。

地
名
と
し
て
は
広
島
県
の
宮
島
に
「
鼓
の
浦
」
と
い
う
地
名
が
あ
る
。

四

笛

楽
器
の
中
で
も
水
と
関
係
す
る
の
は
笛
で
あ
ろ
う
。『
教
訓
抄
』
巻
八
・
横
笛
に
、
漢
の
武
帝
の
時
代
に
丘
仲
が
造
っ
た
な
ど
と
記
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し
た
後
に
、

昔
竜
ノ
ナ
キ
テ
海
ニ
入
ニ
シ
ヲ
聞
テ
、
又
此
ノ
音
ヲ
聞
バ
ヤ
ト
恋
ヒ
ワ
ビ
シ
ホ
ド
ニ
、
竹
ヲ
ウ
チ
切
テ
吹
タ
ル
音
、
ス
コ
シ
モ

タ
ガ
ハ
ズ
似
タ
リ
。
…
此
故
ニ
笛
ヲ
竜
鳴
云
（
３１
）

。

と
あ
る
。『
続
教
訓
抄
』
第
十
一
冊
に
太
笛
（
長
笛
）
に
「
長
笛
賦
」
の
引
用
が
あ
る
。
こ
の
賦
は
馬
季
長
（
馬
融
）
の
作
で
、『
文
選
』

賦
篇
の
音
楽
に
載
る
も
の
で
あ
る
。『
続
教
訓
抄
』
第
十
二
冊
・
横
笛
ノ
事
に
よ
り
詳
し
く
、

文
選
注
引
二

�
中
記
一、
馬
融
（
字
季
長
、
扶
風
ノ
人
也
、
右
京
名
也
）
暁
天
ニ
堤
ノ
上
ヲ
行
ニ
、
二
竜
水
中
鳴
、
二
声
ノ
後
天

ニ
登
ル
、
其
音
甚
以
奇
妙
ナ
リ
、
仍
猶
堤
ノ
ホ
ト
リ
ニ
居
ス
ト
イ
へ
ト
モ
、
其
声
ヲ
キ
カ
ス
、
後
ニ
木
ヲ
巧
（
切
イ
）
テ
コ
レ
ヲ

吹
ニ
キ
ニ
ス
、
又
竹
ヲ
鐫
テ
コ
レ
ヲ
吹
ニ
、
其
声
ア
ヒ
ニ
タ
リ
。
横
笛
是
ヨ
リ
始
マ
ル
（
３２
）

。

と
、『
文
選
』
の
注
に
こ
の
話
が
あ
る
と
し
、『
体
源
鈔
』
巻
五
に
も
「
文
選
ノ
注
ニ
云
ク
」
と
し
て
同
様
に
見
え
る
。
た
だ
し
『
塵
荊

鈔
』
巻
十
に
は
、
二
竜
の
鳴
き
声
は
「
長
笛
賦
」
に
直
接
見
え
る
と
し
て
い
る
。

又
馬
融
、
長
笛
賦
ニ
或
時
二
ノ
竜
水
ノ
中
ニ
鳴
ク
。
然
而
登
レ

天
、
其
声
微
妙
也
。
季
長
（
原
注
・
馬
融
子
）
聞
レ

之
彫
レ

木
吹
レ

之
、
相
似
ス
。
又
竹
ヲ
截
テ
吹
レ

之
、
其
声
相
似
タ
リ
。
是
ヨ
リ
作
笛
始
ト
云
へ
リ
。
故
ニ
竜
笛
在
リ
、
又
竜
吟
ノ
曲
ア
リ
。

こ
れ
も
笛
と
水
と
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
つ
い
で
『
塵
荊
鈔
』
巻
十
に
は

又
或
説
ニ
笛
ト
云
人
、
七
歳
ノ
時
、
帝
位
ニ
即
キ
給
フ
。
天
下
大
イ
ニ
旱
（
ヒ
デ
リ
）
シ
テ
万
民
含
レ
憂
事
限
ナ
シ
。
帝
嘆
給

テ
天
ニ
祈
ニ
、
夢
中
ニ
二
ノ
笛
ヲ
得
給
。
是
ヲ
雨
笛
、
旱
笛
ト
云
。
帝
夢
覚
テ
、
彼
雨
笛
ヲ
吹
バ
雨
降
リ
、
旱
笛
ヲ
吹
バ
天
晴
ル

ト
云
ヘ
リ
。
此
時
ヨ
リ
笛
ハ
始
ル
ト
云
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
ら
も
「
玉
も
の
前
」
に
同
様
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
笛
が
祈
雨
や
止
雨
に
有
効
な
楽
器
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
、『
古
今
著
聞
集
』
巻
六
・
管
絃
歌
舞
・
篳
篥
吹
遠
理
、
篳
篥
を
吹
き
て
雨
を
祈
請
の
事
に
、
源
遠
理
が
父
に
従
っ
て
阿
波
の
国
に
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行
き
、
旱
魃
に
際
し
て
神
社
で
篳
篥
を
吹
き
、
雨
を
降
ら
せ
た
と
あ
る
説
話
を
想
起
さ
せ
る
。
根
本
千
聡
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
遠
理
の

話
は
『
権
記
』
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
二
月
の
条
に
見
え
る
史
実
に
基
づ
い
た
も
の
と
い
う
。
す
な
わ
ち
春
日
社
参
詣
の
折
、
遠
理

が
篳
篥
を
担
当
し
、
翌
日
に
大
雨
が
降
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
（
３３
）

。
雨
笛
・
旱
笛
は
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の
海
幸
・
山
幸
の
話
に

見
え
る
、
塩
盈
つ
珠
・
塩
乾
る
珠
と
同
型
で
あ
る
。

笛
は
日
本
に
お
い
て
よ
り
水
と
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
菊
亭
本
『
文
机
談
』
第
一
冊
で
は
、
水
竜
な
る
笛
の
仔
細
に
つ
い
て
、

唐
よ
り
本
朝
に
渡
す
時
、
竜
神
が
こ
の
笛
を
惜
し
ん
で
奪
い
、
船
を
留
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
竜
神
の
た
め
に
金
千
両
を
海
に

入
れ
た
と
こ
ろ
、
風
波
静
ま
り
笛
は
海
上
に
現
れ
た
と
あ
り
、
こ
れ
も
文
選
注
に
見
え
る
笛
と
水
・
竜
神
の
関
係
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
伝
統
は
、『
八
帖
花
伝
書
』
巻
四
に
も
、

（
笛
は
）竜
の
姿
を
学
び
、
水
中
に
竜
の
鳴
く
声
を
聞
き
、
竹
に
八
つ
の
穴
を
開
け
、
八
葉
の
蓮
華
と
観
念
し
て
、
此
声
を
学
ぶ
（
３４
）

。

と
あ
る
。
こ
こ
で
は
笛
は
鼓
と
番
え
ら
れ
、
大
鼓
は
月
に
例
え
ら
れ
、
笛
は
日
を
象
る
。
胎
蔵
界
・
金
剛
界
に
該
当
す
る
と
も
い
っ
て

い
る
。
能
の
囃
子
を
意
識
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
。

山
梨
県
の
笛
吹
川
は
川
の
流
れ
の
音
が
笛
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
か
ら
そ
の
名
が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
地
元
の
伝
説
で
は
、
権
三

郎
と
い
う
者
が
増
水
で
行
方
不
明
に
な
っ
た
母
を
毎
日
捜
し
な
が
ら
、
母
の
好
き
だ
っ
た
笛
を
吹
く
う
ち
、
自
分
も
誤
っ
て
溺
死
し
た

と
い
う
話
に
基
づ
く
川
の
名
だ
と
い
う
（
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
・
山
梨
県
・
笛
吹
川
）。
孝
行
譚
の
形
式
な
の
で
、
近
世
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
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五

琴

次
に
琴
も
ま
た
琴
の
浦
、
琴
の
浜
の
地
名
が
示
す
通
り
、
波
の
音
が
琴
に
聞
こ
え
る
と
い
う
伝
承
を
持
っ
て
い
そ
う
で
あ
る
。
琴
ノ

浦
は
和
歌
山
市
海
南
、
琴
ノ
浜
は
石
川
県
門
前
町
剣
地
・
島
根
県
仁
摩
町
仁
万
、
琴
ノ
滝
は
京
都
府
丹
波
町
園
部
・
和
歌
山
県
す
さ
み

町
滝
住
な
ど
、
数
が
多
い
よ
う
で
あ
る
（『
新
日
本
地
名
索
引
』
ア
ボ
ッ
ク
社
）。『
古
今
和
歌
集
』
雜
歌
上
九
二
一
番
の
「
か
ら
こ
と

と
い
ふ
所
に
て
よ
め
る
」
と
い
う
真
せ
い
法
師
の
歌
に
は
、

宮
こ
ま
で
ひ
び
き
か
よ
へ
る
か
ら
こ
と
は
浪
の
を
す
げ
て
風
ぞ
ひ
き
け
る
（
３５
）

と
あ
る
。「
か
ら
こ
と
（
唐
琴
）」
と
い
う
地
は
、
備
前
国
の
瀬
戸
内
海
に
近
い
所
に
あ
る
。
風
が
浪
を
緒
と
し
て
琴
の
よ
う
に
音
楽
を

奏
で
、
そ
れ
が
都
ま
で
通
う
と
し
て
い
る
。『
古
今
集
』
物
名
の
四
五
六
番
に
も
、「
か
ら
こ
と
と
い
ふ
所
に
て
、
春
の
た
ち
け
る
日
よ

め
る
」
と
い
う
安
倍
清
行
の
歌
が
あ
る
。

浪
の
お
と
の
け
さ
か
ら
こ
と
に
き
こ
ゆ
る
は
春
の
し
ら
べ
や
改
る
ら
む

と
い
う
も
の
で
、
そ
の
情
景
は
宮
城
道
雄
の
筝
曲
「
春
の
海
」
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

琴
に
つ
い
て
中
国
・
日
本
の
伝
統
的
な
考
え
は
、『
塵
荊
鈔
』
巻
十
・
楽
器
管
絃
等
事
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
ま
ず
琴
の
創

始
・
沿
革
が
見
え
る
。
も
と
は
西
域
の
楽
器
で
あ
る
が
、
震
旦
で
は
伏
犠
が
造
っ
た
。
そ
の
大
き
さ
三
尺
六
寸
は
三
百
六
十
日
に
象
る

こ
と
、
上
円
下
方
は
天
地
に
の
っ
と
り
、
竜
地
八
寸
は
八
風
を
表
わ
し
、
鳳
池
四
寸
は
四
時
に
通
じ
る
と
し
て
、
楽
器
が
宇
宙
を
象
徴

し
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
れ
も
中
国
的
な
思
想
で
あ
る
。
創
始
者
に
は
諸
説
あ
り
、
い
く
つ
か
種
類
も
あ
る
。『
礼
記
』楽

記
に
は
、
昔
舜
が
五
弦
の
琴
を
作
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
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天
地
之
道
、
寒
暑
不
レ

時
則
疾
、
風
雨
不
レ

節
則
餓
、
…
然
則
先
王
之
為
楽
、
以
法
治
也
、
善
則
行
象
レ

徳
矣
（
３６
）

。

と
、
天
地
の
理
に
の
っ
と
る
た
め
に
先
王
は
音
楽
を
作
っ
て
民
を
治
め
よ
う
と
し
た
と
し
、
音
楽
が
天
地
の
運
行
と
関
わ
る
も
の
で
あ

る
と
す
る
が
、
特
に
琴
が
水
と
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
。
中
国
が
あ
く
ま
で
強
調
す
る
の
は
、
音
楽
と
天
地
の
深
い
関
係
で
あ
る
。

『
文
選
』
所
収
の
�
叔
夜
作
「
琴
賦
」
で
も
、
琴
の
制
作
法
や
琴
の
音
の
徳
の
叙
述
が
中
心
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
琴
と
水
と
の
関
係

は
、
や
は
り
日
本
独
特
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六

琵
琶

『
塵
荊
鈔
』
巻
十
の
同
箇
所
で
は
、
琴
に
つ
い
て
、
天
地
人
・
五
行
に
則
り
、
四
弦
は
四
時
を
表
わ
す
。
胡
国
で
は
馬
上
の
楽
で
あ

る
。
ま
た
烏
孫
公
主
が
造
り
始
め
た
と
い
っ
た
『
風
俗
通
』『
釋
名
』『
琵
琶
賦
』
な
ど
の
中
国
文
献
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
れ

も
中
国
で
は
特
に
琵
琶
を
水
と
関
係
さ
せ
な
い
が
、
こ
の
書
で
は
藤
原
貞
敏
が
入
唐
し
て
琵
琶
の
秘
曲
三
曲
を
伝
授
さ
れ
、
琵
琶
の
名

器
玄
象
・
師
子
丸
・
青
山
の
三
面
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
。
途
中
船
は
嵐
に
遭
い
、
師
子
丸
を
海
中
に
沈
め
て
こ
れ
を
鎮
め
た
と
い
う

説
話
を
記
す
。
こ
の
話
の
出
ど
こ
ろ
は
明
確
で
は
な
い
。
貞
敏
が
入
唐
し
て
、
廉
承
武
に
琵
琶
を
習
い
、
玄
象
の
琵
琶
を
伝
え
た
こ
と

は
知
ら
れ
て
い
る
（『
教
訓
抄
』
巻
一
・
巻
八
、『
十
訓
抄
』）
巻
十
等
）。「
師
子
」
は
笛
の
秘
曲
四
曲
の
一
つ
で
あ
る
（『
十
訓
抄
』
巻

十
）。
こ
れ
は
楽
器
を
竜
神
が
欲
し
が
る
と
い
う
話
の
伝
統
に
結
び
つ
け
て
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
今
鏡
』
昔
語
第
九
・
賢
き
道
々

に
、
和
邇
部
用
光
が
紀
伊
国
の
ほ
と
り
で
、
海
賊
に
遭
遇
し
、
篳
篥
の
名
手
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
れ
を
す
ば
ら
し
く
吹
き
鳴
ら
し
、
海

賊
を
退
け
た
話
が
見
え
る
。『
十
訓
抄
』
巻
十
・『
古
今
著
聞
集
』
巻
十
二
と
い
う
説
話
集
の
ほ
か
、『
教
訓
抄
』
巻
七
・『
続
教
訓
抄
』

十
一
・『
体
源
鈔
』
巻
五
な
ど
に
記
さ
れ
、
音
楽
の
世
界
で
は
好
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
話
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
が
、
楽
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器
を
欲
し
が
る
竜
神
伝
説
の
延
長
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
琵
琶
の
秘
曲
の
一
つ
石
上
流
泉
（『
教
訓
抄
』
巻
八
、『
文
机
談
』
巻
二

等
）
は
、
流
れ
る
水
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
曲
で
あ
ろ
う
。
白
楽
天
の
「
琵
琶
行
」
は
、
彼
が
尋
陽
の
江
で
琵
琶
の
音
を
耳
に
し
、
弾
き
手

の
女
の
身
の
上
話
を
聞
く
と
い
う
長
詩
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
琵
琶
楽
に
お
け
る
流
水
の
比
喩
が
あ
る
。

忽
聞
水
上
琵
琶
声

主
人
忘
帰
客
不
発
…
間
関
鶯
語
花
底
滑

幽
咽
泉
流
氷
下
難

水
泉
冷
渋
絃
疑
絶

疑
絶
不
通
声
暫
歇
…

銀
瓶
乍
破
水
漿
迸

鉄
騎
突
出
刀
鎗
鳴
…
（
３７
）

あ
た
り
が
そ
う
で
あ
ろ
う
。
水
上
の
琵
琶
の
音
を
聴
き
、
私
は
帰
る
こ
と
を
忘
れ
、
客
も
出
発
を
見
合
わ
せ
た
。
琵
琶
は
鶯
の
囀
り
の

よ
う
に
、
ま
た
あ
る
時
は
氷
の
下
を
流
れ
る
水
の
よ
う
に
奏
で
ら
れ
、
泉
の
水
が
滞
っ
て
は
演
奏
が
途
絶
え
た
か
と
疑
う
。
そ
し
て
銀

の
瓶
が
割
れ
て
水
が
迸
る
よ
う
に
、
再
び
演
奏
が
始
ま
り
、
戦
場
の
よ
う
な
激
し
い
曲
調
の
あ
と
、
音
は
止
む
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

な
お
琵
琶
が
宇
宙
や
水
辺
と
関
わ
っ
て
説
明
さ
れ
る
の
は
、『
三
国
伝
記
』
巻
十
第
十
二
・
覚
寛
僧
正
﹇
蒙
﹈
竹
生
島
利
生
事
に
、

元
記
既
ニ
混
ジ
テ
後
、
清
濁
天
地
ト
分
シ
始
メ
、
沙
子
変
ジ
テ
現
二

琵
琶
一、
琵
琶
化
シ
テ
成
二

巨
水
一。
琵
琶
ハ
則
チ
天
女
ノ
三
摩

耶
形
也
。
湖
海
其
ノ
像
也
。
故
ニ
志
賀
ノ
浦
ノ
松
ノ
嵐
ハ
索
々
ト
シ
テ
調
二

石
上
ノ
呂
律
一、
筑
﹇
摩
﹈
江
ノ
急
雨
ハ
�
々
ト
シ
テ

奏
二

流
泉
ノ
雅
音
一

（
３８
）

。

と
、
白
楽
天
の
『
琵
琶
行
』
の
一
節
を
利
用
し
な
が
ら
、
琵
琶
と
い
う
楽
器
が
宇
宙
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
琵
琶

湖
全
体
が
楽
器
を
演
奏
し
て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

七

結
び

古
来
中
国
で
は
楽
器
は
天
地
を
象
っ
て
お
り
、
宇
宙
と
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。『
周
礼
』
巻
二
十
三
・
宗
伯
礼
官
之
職
に
、
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掌
六
律
六
同
之
和
。
以
弁
天
地
四
方
陰
陽
之
越
。
以
為
楽
器
（
３９
）

。

と
あ
る
。
こ
う
し
て
楽
器
は
天
地
の
運
行
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
こ
れ
の
影
響
を
受
け
て
、『
古
今
著
聞
集
』巻
六
・

管
絃
歌
舞
の
序
文
に
、

管
絃
の
お
こ
り
、
そ
の
つ
た
は
れ
る
事
ひ
さ
し
。
清
明
天
に
か
た
ど
り
、
広
大
地
に
か
た
ど
る
。
始
終
四
時
に
か
た
ど
り
、
周

旋
風
雨
に
か
た
ど
る
。
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
の
五
音
あ
り
。
或
い
は
五
行
に
配
し
、
或
い
は
五
常
に
配
す
（
４０
）

。

と
あ
る
。

ま
た
日
本
で
は
西
日
本
を
中
心
に
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
こ
と
さ
ら
楽
器
と
水
と
の
関
係
が
強
調
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。『
三
代
実
録
』
貞
観
十
七
年
（
八
七
五
）
六
月
二
十
三
日
に
、

不
レ

雨
数
旬
。
農
民
失
レ

業
。
転
レ

経
走
レ

幣
。
祈
二

請
仏
神
一。
猶
未
レ

得
二

嘉
�
一。
古
老
言
曰
、
神
泉
苑
池
中
有
二

神
竜
一。
昔
年
炎
旱
。

焦
レ

草
礫
レ

石
。
决
レ

水
乾
レ

池
。
発
二

鍾
鼓
声
一。
応
レ

時
雷
雨
。
必
然
之
験
也
。
於
レ

是
勅
遣
下
二

右
衛
門
権
佐
従
五
位
上
藤
原
朝
臣
遠

経
一。
率
二

左
右
衛
門
府
官
人
衛
士
等
於
神
泉
苑
一。
决
中

出
池
水
上。
正
五
位
下
行
雅
楽
頭
紀
朝
臣
有
常
�
二

諸
楽
人
一。
泛
二

竜
舟
一

陳
二

鐘

鼓
一。
或
歌
或
舞
。
聒
声
震
レ

天
（
４１
）

。

と
、
神
泉
苑
の
雨
乞
い
に
鐘
と
鼓
を
鳴
ら
し
、
雷
神
を
呼
ん
で
降
雨
を
期
し
た
と
い
う
。
西
角
井
正
慶
編
『
年
中
行
事
辞
典
』（
東
京

堂
出
版
）
の
「
雨
乞
踊
」
で
は
、
こ
れ
は
ひ
で
り
の
時
に
太
鼓
・
鉦
に
つ
れ
て
踊
る
も
の
で
、
東
日
本
の
獅
子
舞
、
東
京
都
多
摩
郡
の

鳳
凰
の
舞
、
奈
良
県
の
太
鼓
踊
、
兵
庫
県
の
ザ
ン
ザ
カ
踊
、
香
川
県
の
滝
宮
念
仏
踊
、
宮
崎
県
の
臼
太
鼓
、
鹿
児
島
県
の
太
鼓
踊
な
ど

の
例
を
あ
げ
て
い
る
。
仲
井
幸
二
郎
他
編
『
民
俗
芸
能
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）
の
「
雨
乞
踊
」
で
は
、
戦
国
時
代
の
『
多
聞
院
日
記
』

に
大
和
の
布
留
神
社
を
中
心
と
し
た
雨
乞
踊
の
記
録
が
見
え
る
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
楽
器
は
日
本
の
場
合
、
雨
乞
い
と
深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
る
。
平
安
時
代
の
神
泉
苑
で
の
祈
雨
に
は
舞
楽
が
用
い
ら
れ
て
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い
た
。『
教
訓
抄
』
巻
一
・
乱
声
に
、「
青
海
波
竜
宮
の
楽
也
。
又
水
音
タ
リ
。
蘇
志
摩
ハ
蓑
笠
着
テ
舞
へ
﹇
バ
﹈、
其
姿
雨
ヲ
コ
ウ
ナ

ル
ベ
シ
。」
と
い
う
記
事
が
あ
り
、
日
本
で
は
舞
楽
に
も
積
極
的
に
祈
雨
を
求
め
た
ら
し
い
。
笹
本
正
治
氏
の
『
歴
史
の
な
か
の
音

音
が
つ
な
ぐ
日
本
人
の
感
性
』（
三
弥
井
書
店
、
令
和
三
年
）
の
第
三
章
の
「
鐘
淵
の
伝
説
」「
雨
乞
い
と
鐘
の
音
」
も
鐘
と
雨
乞
い
の

関
係
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
同
「
鋳
物
師
に
対
す
る
意
識
」
で
は
、
鐘
が
あ
の
世
と
こ
の
世
を
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を

作
る
鋳
物
師
は
特
殊
な
能
力
を
持
つ
人
達
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
鐘
の
鋳
物
師
に
関
す
る
伝
説
も
ド
イ
ツ
に
は
多
い
。

日
本
は
水
に
恵
ま
れ
た
国
で
、
山
島
国
に
よ
る
急
流
が
多
く
、
そ
の
流
れ
の
音
に
魅
せ
ら
れ
、
楽
器
の
よ
う
に
感
じ
て
き
た
伝
統
が

あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
と
も
に
水
の
流
れ
る
音
が
楽
器
に
聞
こ
え
る
と
い
う
表
現
は
、
古
く
か
ら
日
本
で
流
行
し
て
い
た
現
象
で

あ
ろ
う
。
さ
ら
に
日
本
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
波
の
音
も
楽
器
に
聞
こ
え
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
日
本
人
の
水
、
山
川
、
海

辺
へ
の
愛
着
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
と
も
異
な
る
日
本
の
独
特
の
風
土
が
あ
る
。

昔
の
人
は
今
と
違
っ
て
音
に
敏
感
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
物
静
か
で
し
ん
と
し
て
い
た
頃
の
日
本
を
背
景
と
し
て
い

る
。
筆
者
も
田
舎
で
育
っ
て
、
夜
に
な
っ
て
遠
く
か
ら
汽
車
の
音
が
よ
く
聞
こ
え
て
き
た
。
ま
た
古
人
は
音
そ
の
も
の
に
神
秘
的
な
も

の
を
感
じ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
ろ
う
。
も
と
も
と
水
は
豊
作
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
火
災
を
鎮
め
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
ガ
ス
ト

ン
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
の
名
著
『
水
と
夢：

物
質
の
想
像
力
に
つ
い
て
の
試
論
』（
小
浜
俊
郎
・
桜
木
泰
行
訳
、
国
文
社
、
昭
和
四
十
四

年
）
は
水
の
物
質
的
な
正
確
に
注
目
し
、
水
に
つ
い
て
の
人
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
上
げ
る
が
、
水
と
音
楽
・
楽
器
の
論

は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
種
の
考
え
は
東
ア
ジ
ア
的
な
も
の
と
言
え
る
よ
う
で
あ
る
。

注（
１
）
『
日
本
舞
踊
辞
典
』
東
京
堂
出
版
。
上
野
誠
「
万
葉
歌
の
内
と
外
と
―
太
宰
府
文
学
圏
の
点
と
線
―
」（
日
本
文
学
協
会
「
日
本
文
学
」
令
和
三
年
二
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月
号
）
の
「
二

鍾
崎
と
沈
鐘
伝
説
」
参
照
。

（
２
）

近
世
実
録
全
書
第
１１
巻
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
二
八
年

（
３
）
「
説
話
文
学
研
究
」
第
二
号
、
昭
和
四
十
三
年
十
二
月

（
４
）

大
笹
吉
雄
『
日
本
新
劇
全
史

第
一
巻

明
治
〜
終
戦
』
白
水
社
、
平
成
二
十
九
年

（
５
）
「
沈
鐘
伝
説
に
つ
い
て
の
一
考
察
」「
日
本
民
俗
学
」
第
九
十
六
号
、
昭
和
四
十
九
年

（
６
）

鈴
木
滿
訳
・
注
「
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
べ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
」（「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二

号
〈
平
成
二
十
四
年
十
一
月
〉
〜
第
四
十
八
巻
・
第
二
号
〈
平
成
二
十
九
年
三
月
〉）
に
よ
る
。

（
７
）

中
河
原
理
篇
『
ピ
ア
ノ
曲
鑑
賞
辞
典
』
東
京
堂
出
版
、
平
成
四
年

（
８
）

以
下
、
古
典
文
庫
に
よ
る
。

（
９
）
『
中
国
神
話
の
深
層

天
地
の
循
環
図
曼
荼
羅
の
世
界
』
五
・
銅
鼓
と
そ
の
周
辺
（
四
二
四
頁
）
三
弥
井
書
店
、
令
和
二
年

（
１０
）

小
野
勝
利
訳
の
東
洋
文
庫
に
よ
る
。

（
１１
）
『
中
国
の
伝
承
曼
荼
羅
』
第
二
章
雷
神
研
究
、
三
弥
井
書
店
、
平
成
十
一
年

（
１２
）
『
中
世
の
音
・
近
世
の
音

鐘
の
音
の
結
ぶ
世
界
』
第
四
章
・
雨
乞
に
用
い
ら
れ
る
鐘

講
談
社
学
術
文
庫
、
平
成
二
十
年

（
１３
）

拙
稿
「
祈
雨
と
中
世
の
芸
能
」（
久
保
田
淳
編
『
論
集

中
世
の
文
学
』（
明
治
書
院
、
平
成
六
年
）

（
１４
）

影
印
文
淵
閣
四
庫
全
書
一
〇
四
二
（
台
湾
商
務
印
書
館
）
に
よ
る
。
適
宜
読
点
等
を
附
し
た
。

（
１５
）

影
印
校
注
古
典
叢
書
（
新
典
社
）
に
よ
る
。

（
１６
）

国
学
基
本
叢
書
０
６
８
（
台
湾
商
務
印
書
館
）
に
よ
る
。

（
１７
）

梅
軍
校
疏
『
漢
書
五
行
志
校
疏
』
巻
一
・
五
行
志
上
（
中
華
書
局
）
に
よ
る
。

（
１８
）

貝
原
益
軒
全
集
に
よ
る
。

（
１９
）

謡
曲
二
百
五
十
番
集
（
赤
尾
照
文
堂
）
に
よ
る
。

（
２０
）

小
林
「
世
阿
弥
晩
年
の
作
品
」（「
観
世
」
昭
和
十
八
年
十
月
）、
竹
本
「
作
品
研
究

天
鼓
」（「
観
世
」
昭
和
五
十
年
七
月
）。

（
２１
）
「
天
鼓
と
星
」「
能
」
昭
和
二
十
三
年
七
月
号

（
２２
）
「
天
鼓
の
成
立
に
関
す
る
考
察

中
国
の
思
想
・
伝
説
を
中
心
と
し
て
」「
文
学
」
昭
和
三
十
一
年
九
月
号

（
２３
）

臨
川
書
店
刊
に
よ
る
。
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（
２４
）

能
勢
朝
次
『
能
楽
源
流
考
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
十
三
年
）
四
〇
二
頁

（
２５
）

岩
波
文
庫
『
日
本
書
紀
（
三
）』
四
十
五
頁

（
２６
）

新
編
国
歌
大
観
（
角
川
書
店
）
に
よ
る
。

（
２７
）

私
家
集
大
成
第
二
巻
（
明
治
書
院
）
に
よ
る
。

（
２８
）

新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
中
華
若
木
詩
・
湯
山
連
句
鈔
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
２９
）
「
室
町
の
笑
い
―
謡
文
化
の
か
た
ち
―
」「
中
世
文
学
」
第
五
十
号
、
平
成
十
七
年
六
月
。
な
お
こ
れ
に
先
立
つ
同
氏
の
「
抄
物
か
ら
咄
・
雑
談
へ
―

歌
謡
を
め
ぐ
る
雑
談
―
」（「
伝
承
文
学
研
究
」
第
六
十
三
号
、
平
成
二
十
八
年
八
月
）
に
も
こ
の
テ
ー
マ
が
簡
単
に
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
３０
）

日
本
古
典
文
学
大
系
『
謡
曲
集
・
上
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
３１
）

日
本
思
想
大
系
『
古
代
中
世
藝
術
論
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
３２
）

古
典
文
庫
に
よ
る
。

（
３３
）
「
院
政
期
の
篳
篥
を
め
ぐ
る
説
話
と
秘
曲
伝
承
」「
説
話
文
學
研
究
」
第
五
十
七
号
、
令
和
四
年
九
月

（
３４
）

日
本
思
想
大
系
『
古
代
中
世
藝
術
論
』（
岩
波
書
店
）
に
よ
る
。

（
３５
）

以
下
、
新
編
国
歌
大
観
（
角
川
書
店
）
に
よ
る
。

（
３６
）

新
釈
漢
文
大
系
（
明
治
書
院
）
に
よ
る
。

（
３７
）

吉
川
幸
次
郎
・
桑
原
武
夫
著
『
新
唐
詩
選
続
篇
』（
岩
波
文
庫
）
に
よ
る
。

（
３８
）

中
世
の
文
学
（
三
弥
井
書
店
）
に
よ
る
。

（
３９
）

四
部
備
要
（
中
華
書
局
）
に
よ
る
。

（
４０
）

新
潮
日
本
古
典
集
成
（
新
潮
社
）
に
よ
る
。

（
４１
）

新
訂
増
補
国
史
大
系
（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
。


